
被服のための身体計測に関する研究（第1報）

－岩手県の3中学校女子の計測結果－

清水房・池田揚子・荒井享子

まえがき

“被服学研究の中心課題は，人間と被服との関係を追求するにある”という考え方に立って，

この方画の研究の現状を見た時，人間不在の研究が巾をきかせているという感じを抱くものであ

る。又，被服教育の面においても，学習の能率化をはかるという立て前で取り上げられている型

紙教育は，全国一律の型紙によって，人間を型紙にはめるような取り扱いに陥入りやすい傾向が

見受けられる。そこで著者等は，地域の実態に即した人間中心の考え方に立って被服学研究を推

進するため，本研究を取り上げ，第1報として，岩手県内3地区の中学校女子生徒の身体計測結

果について，その一部を報告するO

Ⅰ.調査の目的

中学校技術.家庭科女子向学習系列における被服製作指導では，その能率化をはかるため型紙

教育を取り入れているが，全国一律に作られた教程の型紙では，じゆうぶんに指導の目的を達成

することができない。そこで，本県における女子中学生の体型的特徴を把えて，指導方法の改善

に役立てるため，調査研究を行った。

ⅠⅠ.調査の時期

1967年7月から8月にかけて，対象学校及び対象生徒の家庭の承諾を得た上で，決定し実施し

た。学校別調査期日は次のとおりである。

岩手大学付属中学校1967年7月18日～19日

紫波町立紫波第一中学校1967年7月21日～22日

山形村立山形中学校及び霜畑中学校1967年8月21日～22日

第1表地域別学校名及び調査数

地 域 学 校 名
学 年

調 査 数 1 キ 2 ， 3

都 市 岩手大学付属中学校

農 村 紫 波 第 一 中 学 校

山 村 山形 .霜 畑 中 学 校

143

160

129

52

55

45

48

55

39

43

50

45

計
’ 4 32 ！ 152 14 2

138
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図1対象地域  m・調 査 対 象   

県内，都市地域，農村地域，山村地域  

（図1）から，それぞれ1～2校を迷走  

し，そこに在籍する女子生徒から無作為  

に，各学年50名を送び，1校150名を目  

標にした。迷走した学校名および学年別  

調査数は，第1表のとおりである。目標  

の150に対して，紫波第一中学は107％  

の充足率であったが，他の2校は付属中  

で95％，山形・霜畑中では86％に止ま  

った。これは，クラス編成上の都合や，  

在籍生徒の絶対数不足によるものである。   

次に調査対象者の家庭の職業構成ほ，  

第2表のとおりである。職業構成比によ  

れば，地域の特色が明らかに出ている。  

すなわち，農林業の比率は，山村，農村，  

都市地域の順に小さく，給料生活者の比  

率はその道で，出稼は山村地域の特殊性  

を示し，その他自由業は都市地域の特色  

として表われている。なお，総体的には，  

全県の職業構成比にほゞ近い値が得られ  

た。つゞいて父母の出生地を県内，県外  

別にみると第3表のとおりである。  
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都市近郊山村 農山村ヰ地農村  

（F手2）  

（）内ほ％  第2表 職 業 構 成  

143   4   4   17   93   O / 25  
A  

（10・0）   （2．8）   （2．8）   （12．0）   （65．0）   （0，0）   （17．4）   

160   77   3   19   49   
B  

（100．0）   （48．0）   （1．9）   （12．0）   （30．6）   （0．6）   （6．9）   

129   85   15   8   

C  
9  

（100．0）   （66．0）   （0．8）   （8．5）   （11．6）   （6．2）   （6．9）   

計   
432   166   8   47   157   9   45  

（100，0）   （38．3）   （2．0）   （10．9）   （36．3）   （2．1）   （10．4）   

注1（図1）は，農林省統計調査部の経済地帯区分忙よる。  

注2 文中，表中においては，岩手大学付属中学校をA，紫波町立紫波第一中学校をB，山形村立山形  
霜畑中学校をCという記号を用いることとする。   
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第3表 父  母  出  生  地  （）内は％  

而 ∃114弓 29  151   
父  

‖ （80）（20） （94）  

105 38 156   
（6；書（三…；F（2；  391  41       （91）  （9）   

4≒ 128⊆  1   389  43  
母  

（74）】（26）弓（98） ！仙1   （2）  （99）   （1）   （90）   （10）   

両 親   
●●  二アロ汀7  364 （84）  ニア   ●●l  

第4表 初  潮   

初潮年令の傾向をみるための資料として，第4表を作成した。これによると，都市と農村では  

余り差がみられないが，山村部との開きは大きい。  

ⅠⅤ・調 査 方 法   

1・計測部位   

長径項目は14項目，幅径項目は1項目，周径項目は8項目，その他3項目の合計26項目につい  

て計測を行った。次にその一覧を示せば，第5表のとおりである。   

2．計測用具  

（1）計 測 希  

a MARTINの身長計（横規2本つき）  

b 巻  尺（JIS一鋼製，長さ－200cm，巾－0．5cm）  

C 触角計  

d 直定規（10cm，20cm，30cm一組）  

e 消毒券  

f 皮下脂肪計（栄研式）  

g 計測台（直径55cmの円形，木造）  

h 水準券  

i 体重計   
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第5表 計  

区分   計   測   部   位  
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項  

右肩中心からウェスト後中心  

〝  〝  前中心  

右  袖  丈  

右  足  長  

石   外   果   高  

背 部 皮 下 脂 肪 厚  

上腕部  〝  

体  重  

（2）補助用具  

a ネックチェーソ（銀メッキ製，長さ80cm内外，重量10．5g）  

b ウェスト用ベルト（長，中，短，3種）  

C 細丸ゴムテープ（60cm内外）   

d セルロイド板（大，中，小，3種）  

e サインペソ（計測点記入用）  

（3）記録用具  

a 記録用カード  

b 記録板  

C 鉛  筆（H B．）  

d 消 ゴ ム  

（4）そ の 他  

a アルコールと脱脂綿  

b 消毒液とガーゼ  

C 石けん，タオル，洗面器   

d ヮセリソ（メジャー拭きとり用）  

e テーブルかけ 3枚  

f 脱衣袋（ポリェチレソ10牧内外）   

g スリップ（大，中，小，各5枚程度）  

h ヘアークリップ，安全ピソ   

i マジックインキ（動線指示用）  

j おしぼり入れ 3箇  

k チョーク，メモ用紙，鉛筆削器等   

3，計測方法   
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昭和41年度～42年度の2ケ年にわたり，全国17ケ所で行った，工業技術院の依託研究の際，  

用いた計測方法に準拠した。この計測法は，MARTINの計測法を基礎にして，お茶の水女子大学  

柳沢澄子教授が，特に被服のために研究改善を加えられた方法で，氏の直接指導によって習得し  

たものである。  

（1）計測者の構成   

身長計を担当する老  1名と補助者1名   

メジャーを担当する者   1名と補助者1名   

皮下脂肪計，体重計担当者 1名   

受付・準備，整理担当者 1名  以上計6名で実施した。  

（2）配  置   

各会場の配置ほ，部屋の広さや窓・入口の位置などによって多少異なるが，一例を示せば，図  

2のとおりである。被計測老ほ矢印の方向に，数字の順に従って移動することとする。  

図2 B の例（保健室使用）  

（3）計測手順   

実際の計測手順は，能率化する為に，流れ作業方式をとり入れ，次のように行った。  

ア 受付・準備   

計測記録カードを配布し，被計測老は，自分の氏名，生年月日，父母出生地，自分の生育地，  

初潮年令，家庭の職業，等必要事項を記入。計測時は，スリップ着衣状態となり，計測用ベルト  

着用の上相子に腰かけ待機する。   
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イ 計測者 A（身長計使用。補助者1名）   

① 被計測老を椅子にかけさせて，脛骨点を左手でとって，右膝関節高を計測。   

⑨ サインペソで，次の計測点に印をつける。（直定規20cm，ゴムひも，ネックチエーソ使用）  

頚椎点，左右の肩先点，肩縫目線  

（釘 身長を測る。   

④ 右乳頭高を背面正中線上に移す。（乳頭位胸囲計測の際，背部における計測位置を決定す  

る点となる）   

⑤ 後胴高を測る。   

⑥ 前胴高を測る。   

⑦ 左手で右前上骨瀬高をとって，計測。   

⑧ 股の高さを測る。（セルロイド板（大）使用。  

り 計測老 B（メジャー使用。補助者1名）   

① 背丈を測る。（セ／レロイド板（小）使用。）  

（蟄 総丈を測る。   

⑧ 背肩幅を測る。   

④ 右肩中心から，ウエストライソ後中心までを測る。  

（参 右肩中心から，ウェストライソ前中心を測る。   

⑥ 右袖丈を測る。   

⑦ 右上腕最大閏を測る。   

⑧ 頚付根困を測る。   

⑨ 乳頭位胸囲を測る。   

⑲ 腰囲を測る。（セルロイド板（中）使用）   

⑪ 股上前後の長さを測る。   

㊥ 右大腿最大位を測って，ベルトをはづす。   

喝 胴囲を測る。   

⑭ 椅子に坐らせて頭位を測る。  

ェ 計測老 C（皮下脂肪計，直定規，触角計使用）   

① 背部皮下脂肪厚を測る。  

（勃 上椀部皮下脂肪厚を測る。   

㈲ 右外果高を測る。（直定規10cmを使用）   

④ 右足長を測る。（触角計を使用）  

（参 体重を測る。（体重計使用）  

オ 受付・整理   

① サイソペソの跡をふきとる。   

⑨ カードの26項目の記入確認。  

（蓼 カードの整理。  

Ⅴ．結果および考療   

今回は，学年をプールして，横断的に3つの地域の学校を考察することとする。  

1．A，B，C別，学年別に26項目ごとの平均値を求め，更に学年をプールして，地域類型別，   
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第6表（1）学校別26項目の平均値標準偏差の結果  
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Ⅳ：測定者数  ∬：測定値の平均 ∫：標準偏差  ＜・＞：大小の方向を示す  

体型の傾向を把えようとした。次に標準偏差を算出し，A，B，C問の比較を行い，差の検定を  

し，その結果を第6表（1）および第6表（2）に示した。第6表（2）に掲げた，身長，右前上勝骨  

棟高，前胴高，股の高さ，右袖丈の5項目は，特に有意差のみとめられたものである。また，こ  

れ等5項目についてほ母平均の差の信板限界の巾を比較して図3に示した。   

以上のことから，身長では，AとB，AとC間に危険率1％で有意差が認められたが，BとC  

問には有意差がみとめられなかった。   

その他の，右前上腸骨辣骨，前胴高，股の高さ，袖丈の4項目については，何れも危険率1％  

で，AとB，AとC，BとC間に有意差があることを正しいとみなし得る結果が得られた。   

2．第6表（3）ほ，3つの地域の学校の一括成績である。同時期に調査した比較資料は無いが，  

1964年7月から10月に亘って実施した，福島県の某中学生の計測結果3）があるので，今回の調査  

注3）高橋キヨ子他3名；家政学雑誌，汎244（1967）   
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と一致する計測項目一身長，総丈，背丈，袖丈，背肩巾，頚付根囲，胸囲，胴囲，腋囲，右上  

腕最大因，体重－11部位について比較考察する。対象学年が，第2学年であるから，ごく一部  

第6表（2）A学校別平均値間の差の検定結果  

2 右前上陽骨蘇高  1 身  長  

要   因  Fo  要   田  

2：；：…∈…  

学 校 間  

学校内誤差  

10．9＊＊  学 校 間  

学校内誤差  

1049●2＊＊  

3 前胴高  4 股の高さ  

要 因1変動  変 動【¢Ⅴ【Fo  F。  要   因  ¢ V   

学 校 間  

学校内誤差  

102．5＊＊   学 校 間  

学校内誤差  

計   E 176．3  

5 右袖丈  
註記＊＊ は有意水準1％で有意  

ネ は有意水準5％で有意  

¢ ほ自由度  

Ⅴ ほ分散  

要   因  

学 校 間】 64．4 2 ∃ 32．2喜 5．6＊  

図3．1・身長 2．右前上腸骨蘇高 3．前胴高 4．股の高さ 5．右袖丈  

1．身  長  

A  B  C   
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2．右前上腸骨腺高  3．前胴高  

1 I 
王  

95  

A  B  C  A  B  C  

5・袖 ′丈  4．股の高さ  

、■メ・  

Å  A  B  C   



46  清水  房・池田 揚子・荒井 享子  

B母平均の差の検定  

＊＊は危険率1％で有意差のある事   

の比較に止まらざるを得ないが，背肩巾を除く10項目は，実測値平均において，本県調査の第2  

学年に比較して，すべて福島が優位である。また，胸囲，背肩巾，背丈の3項目それぞれについ  

て，対身長比を求めて比較したところ，胸囲対身長比においては福島が上廻っているが，他の項  

においては，岩手が高率を示している。特に背肩巾対身長比においてその差が著しい。このこと  

から，福島の体型の方が，岩手にくらべ都市型の傾向を帯びていると考察される。  

第6表（3） 3 校 一 括 の 成 額  
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3・文部省学校保健統計1966年4月実施の全国および岩手県成績と比較考察すれば，（計測時  

期がずれているので，文部省資料を操作修正して，はぼ一致させて比較した。また，胸囲の計測  

位置や，身長計の器種のちがい，体重測定時の着衣条件の差などあるが，一応そのまゝ比較し  

た。）その結果，今回の成績は3地域学校の平均値において，全県の指定統計成績とほゞ等しい  

値が得られている。地域学校ごとにみれば，Aは，身長，胸囲，体重共に，全国・岩手の成績を  

上廻っており，Bほ，身長，胸囲は，全国・岩手何れよりも優位であり，体重は，全国平均より  

はやゝ上廻っているが，岩手県成績とははとんど差がない。Cは，3：賀目共に，全国・岩手の成  

績より下廻っている。   

なお，文部省資料による岩手県の平均値ほ，全国成績より身長において0．5cm，胸囲は0．7cm  

体重は0．5kg優れている。  

注4）文部省；学校保健統計調査報告書 昭和41年   
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MOLLISONの関係偏差折線によ争学校別比較   

、（基線B校 －－A校・・…＝‥ C校）  

－1Q  M  ＋1Q  

4．MoLLI弧Nの関係偏差折線5）  

による3校の体型比較図を図4に  

示し，前掲の第6表（1）とあわせ  

て考察をする。  

（1）A＞B＞Cという傾向を示し   

ているのは，身長，右前腸骨辣   

高，前胴高，後胴高，股の高   

さ，股上前後の長さ，総丈，右   

肩中心からW．L．前中心，右袖   

丈，右足長（以上10項目は長径   

項目），乳頭位胸囲，腰困，右   

上睨最大乱 右膝囲，頭囲（以   

上5項目は周径項目），その他   

上腕部皮下脂肪厚，体重で合計  

17項目である。そうしてこの数   

ほ，全調査項目の65％を占め，   

特に長径項目において，AはB   

およびCより優位な偉向を示し   

ていると考察される。  

（2）A＜B＜Cという傾向は，右   

肩中心から，W．L．後中心，お  

て   l  
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園  

頭  

園  

園   

園  

週  

囲   

厚   

肪  ′   

重   
′  

ノ  ＼  

右前上腸骨腺高  

右膝関節  

前  胴  

後  胴  

股 の 高  

股上前後の長さ  

総  

．4し  l弓   

右肩中心   
から   

右肩中心   
から  

右  袖  

右  足  

右 外 来  

背  肩  

乳頭位胸  

胴   

よび胴囲の2項目である。  腰  

（3）A＜B＞Cという傾向は，  頸 付 根  

右膝関節高と背丈の2項目であ  

る。  
右上腕最大因  

右大腿最大因  
（4）A＞B＜Cという傾向を示し 右 膝  

ているのほ，右外果高，頚付根 頭  

囲，および背部皮下脂肪層の3 背部皮下脂肪  

項目である。  
上腕部皮下脂  

（5）その他，A＝B＞Cという懐 体   

向が背肩巾において見られ，B   

とCにおいて殆ど差がなく，Aも非常に接近している項目に，右大隈最大因がある0  

5．学校別並びに一括成掛こよる身長と，長径項目（総丈，前胴高，後胴高，背丈，右袖丈，  

右足長）問の相関係数と母相関係数の信頼限界を第7表一1の（1）と（2）に，乳頭位胸囲と周径項目  

（胴囲，腰囲，頚付根囲，頭囲）・幅径項目（背肩幅）・その他（体重）との相関係数と母相関係  

注5）＜MoLLISONの関係偏差折線＞  

各項目の関係偏差を次式によって求め，その正負・大小にしたがって点をとり，その点を結んで  

折線をかく。  rMl……基準集団の平均値   

R・A・＝幣 たゞし1冒2∴墓警芸冨冨冨芸票 差   
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計測部位問の相関係数  

数の信療限界の表は，第7表の－2（1）と（2）に示した。   

これによると，身長と長径項目の相関では，強い方から総丈，前胴高，後胴高，右袖丈，右足  

長，背丈の順になっており，中でも身長と総丈，前胴高の相関がより深い関係にあることを示し  

ている。   

一方，乳頭位胸囲と周径項目，幅径項目，その他の項目との相関では，最も強い関係にあるの  

が，体重，次が，腰囲，胴囲，頚付根囲，頚位，背肩巾の順位である。   

なお，身長と胸囲を軸とする，各項目との相関係数は，有意検定を行った結果何れもα＝1％  

の危険率で高度に有意であるとみなされる。   

第7表一1（1）長 径 項 目 間  

総 丈l前胴高l後胴高背 丈右袖丈 一 右足長  

（＊＊ 危険率1％で高度に有意）  
（2）母相関係数の信頼限界  

第7表－2（1）周径・横径・その他項目間  

（＊＊ 危険率1％で高度に有意）  
（2）母相関係数の信頼限界  

VlI・総  括   

都市，農村，山村3つの地嘩塀動こよる中学生の体型的特徴を把え，被服構成指導の改善に資  

するための基礎資料を得ることを目的に身体計測調査を行い，大要次のような結果が得られた。  

（1）現時点においては，地域類型匿よるところの体型の相違は明らかであり，特に山村地域と   
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他2地域との間の開きが顕著である。両者間の特徴をみると，都市地域では長径項目において優  

位な傾向を示しており，農村部では，背丈が優位で，右肩中心からウェストライソ前中心と，右  

肩中心からウエストライソ後中心とでほ，3地域の平均値の大小傾向が逆転しており，都市農  

村，山村の順に前傾姿勢の体型傾向が表われている。   

また，山村部では背丈・胴囲・頚付根囲などに特徴がみられる。  

（2）差の検定結果にもとづいて総括をこころみると，都市と農村問および都市と山村問の平均  

値差は，殆どの項目で，都市地域が優位であり，殊に身長，右前上腸骨株高，前胴高，股の高さ，  

右袖丈の5項目においてほ，何れもα＝1％の危険率で有意差がみとめられた。特に差の大きい  

項目は，股の高さと右袖丈であるが，対身長比において比較すれば殆ど差がない。   

また，農村と山村問では，殆どの項目で，農村地域が優位であり，殊に右前上勝骨錬高，前  

胴高，股の高さ，右袖丈においては，何れもα＝1％の危険率で有意塞がみとめられた。  

（3）相関係数を求めた結果を総括すれば，身長と長径項目間では，背丈との相関が，他の5項  

目（総丈・前胴高・後胴高・右袖丈・右足長）にくらべて低いという点と，乳頭位胸囲と周径・  

幅径・その他の項目間では，背肩巾との相関が他の5項目（胴囲・腰因・頚付根囲・頭囲・体  

重）にくらべて弱い関係にあるということから推測すれば，被服構成の指導における，この部位  

の計測は，個々の体型に当って吟味し，型紙教育の面では，型紙補正の段階で掛こ留意すべき箇  

所であるということができる。   

以上，第一報としては，学年をプールして横断的に三つの地域の比較を中心に稿をまとめたが  

今後の研究方向としては，縦断的に年令段階を追った変化の追跡を進めてみたいと思う。そうし  

て，これら二つの方向から，各地域，各学年に即した，効果的な被服構成教育のあり方を追求し  

て行く考えである。   

稿を終るにのぞみ，計測法について直接，御指導をいたゞいた，お茶の水女子大学柳沢澄子教  

授，ならびに，調査地域の速足など全般にわたって貴重な御助言を賜わりました，本学唐草テル  

先生に深く感謝を申し上げます。また，計測調査に多大の便誼を与えて下さった，各地教委当局  

および学校当局，さらには，計測に協力いたゞいた，千葉禎・武藤富合子両氏等にこころから厚  

く御礼申し上げます。   




